
（情報処理科目） 

情 報 処 理 

教員名 

教養・医学教育大講座 物理学 教 授    牧野 誠司 

教養・医学教育大講座 物理学 准教授    藤村 寿子 

教育研究開発センター     学長特命助教 中津川 洋平 

 

Ⅰ 授業の目的 

  コンピュータやインターネットに関する基本的な知識や操作方法を習得する。情報リテラシーおよび情報

セキュリティについて学ぶ。 

 

Ⅱ 到達目標 

  1. 情報技術の基本的な構成について説明できる。 

  2. 情報セキュリティの基礎について説明できる。 

  3．文書作成ソフトにより、報告書の作成ができる。 

  4. 表計算ソフトにより、表の作成や計算、データの集計、グラフの作成ができる。 

  5. プレゼンテーションソフトにより、発表資料を作成することができる。 

 

Ⅲ 教育内容 

  講義日程表参照 

 

Ⅳ 教育方法 

  授業は、講義形式と実習形式を併用して行う｡ 
 

Ⅴ 評価の方法 

  受講態度 35%、小テスト 10%、レポート・課題 55%で評価する。 

 

Ⅶ オフィスアワー 

  牧野誠司 

担当の各講義・セミナー終了後約 10 分間 【連絡方法】事前連絡不要 

基本的に、居室にいるときには極力質問には対応する。在室かどうか不安な場合は、事務に確認を依頼 

してもらってもよい。 

 

藤村寿子 

火曜日 13:00 ～ 14:00 【連絡方法】Teams のチャット 

 

  中津川洋平 

  情報処理のある日の実習時間外 

 

 

P-01-21-T 



 

 

 

 

 

講 義 日 程 表 

№ 月日 曜日 時限 項     目 担当教室 担当 

1 
R6.4.12 

R6.4.13 

（水） 

（木） 
3,4,5 

コンピュータ基礎，インターネット基礎 

情報セキュリティ 
教養・医学教育大講座 

牧野 

藤村 

2 
R6.4.19 

R6.4.20 

（水） 

（木） 
3,4,5 

電子メール 

文書作成ソフト（１） 
教養・医学教育大講座 牧野 

3 
R6.4.26 

R6.4.27 

（水） 

（木） 
3,4,5 表計算ソフト（１） 教養・医学教育大講座 藤村 

4 
R6.5.10 

R6.5.11 

（水） 

（木） 
3,4,5 表計算ソフト（２） 教養・医学教育大講座 藤村 

5 
R6.5.17 

R6.5.18 

（水） 

（木） 
3,4,5 

プレゼンテーションソフト（１） 

文書作成ソフト（２） 

教育研究開発センター 

教養・医学教育大講座 

中津川 

牧野 

6 
R6.5.24 

R6.5.25 

（水） 

（木） 
3,4,5 文書作成ソフト（３） 教養・医学教育大講座 牧野 

7 
R6.5.31 

R6.6.1 

（水） 

（木） 
3,4,5 プレゼンテーションソフト（２） 教育研究開発センター 中津川 
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7  社会

貢献
1 基盤的資質

2 医師と

しての基

本的資質

3 コミュニ

ケーショ

ン能力

4 医学的知識 5 医学の実践
6 医学的（科

学的）探究


